



































Cognitive Mechanisim Underlying Reading Behavior（Ⅱ）：
The development of scales for reading behavior
力 久 由香里 諸 井 克 英＊
（Yukari RIKIHISA）（Katsuhide MOROI）
Abstract : The purpose of the present study was to develop two kinds of scales to measure reading be-
havior. Two scales were constructed to measure reading behavior and motive for reading behavior. The
scale items were based on items written by Hirayama（2004, 2005）. Female undergraduates（N＝201）com-
pleted those scales. The principal component analyses（with promax rotations）of those scales yielded six
components, respectively. According to the secondary component analyses, those components were divided
into two categories : achievement and consumption. The significance of this research was discussed from
the point of view of Deci’s intrinsic motivation theory.































































































10項目が不適切であった（Appendix 1−a ; 3項目 m＞
3.5〈うち 2項目 SD＜.60〉；6項目 m≒3.5 ; 1項目 m≒
1.5）。また，読書動機尺度の項目を検討すると，不適切

















































































































































































































































































































































































































































































（2）データの統計的解析にあたって，IBM SPSS Statistics version
20.0.0 for Windows を利用した。
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Appendix 1−a 読書に関する意識と行動尺度における残余項目
read_a_5 自分はマンガをよく読む方だ。
read_a_10今までにもっと本を読んでおけば良かったと思う。
read_b_1 本を読む習慣をつけることは必要だと思う。
read_b_2 授業などでもっと本を紹介して欲しい。
read_b_3 読書には集中力が必要だと思う。
read_b_5 これからの時代も読書の重要性は高いと思う。
read_b_6 読書と勉学の関係は深いと思う。
read_c_5 テレビなどで面白い本をもっと紹介して欲しい。
read_c_10本は，なるべく最初から最後まで読みたい。
read_d_6 読書の魅力は感動が得られるところにある。
read_d_10どんな本を読めばよいか相談できる人が欲しい。
read_e_1 自分も年をとったらもっと本を読むだろう。
read_e_7 今の時代，読書に熱中する人は少し変わっている。
read_e_8 読書は人生のどの時期でも大切なものだと思う。
read_e_10時間があれば，もっと本を読みたい。
≒3.5
≒3.5
＞3.5
≒3.5
≒3.5
＞3.5 SD＜.60
≒3.5
≒1.5
＞3.5 SD＜.60
≒3.5
Appendix 1−b 読書動機尺度における残余項目
motive_a_2 気持ちを落ち着かせるためだ。
motive_b_1 まわりから尊敬されたいからだ。
motive_b_2 レポートや試験のためだ。
motive_b_10本を読む以外とりあえずやることがないからだ。
motive_c_2（その本が）自分の趣味に関連した本だからだ。
motive_c_7 時間をむだにしたくないからだ。
motive_d_7 物語を楽しむためだ。
motive_d_8 眠れないときがあるためだ。
motive_e_4 好きな本のジャンルがあるからだ。
motive_e_5 気分転換をするためだ。
motive_e_6 何かを調べるためだ。
motive_f_5（その本が）自分の専門に関係しているからだ。
motive_f_10人から読むようにすすめられるからだ。
motive_g_2 リラックスするためだ。
motive_g_5 会話の材料（ネタ）になるからだ。
≒1.5
≒1.5
≒3.5
読書行動を支える認知的メカニズム（Ⅱ）
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